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大隅拓(osumi1ite)

大隅石はその名の示すように初産地の大隅国に因んで命名された.

さつかぴら

桜島のつけねの位勧己あたる大隅串島咲花平の流紋岩の気孔から発見さ

れた黒っぽい六角短柱状の鉱物である(美しい青色のものもある).

はじめ董青石(cordierite)として記載されたが1953年都城秋穂氏によ

って董青石と構造が類似した別種の新鉱物であることが確認され大

隅石が誕生した.この研究に伴い董青石の高温型であるindia1ite

も発見された.大隅石はその後国内外の火1⊥1岩の晶洞やゼノリスか

ら何例か報告されている.Na･KMg･FeA1などのごく普通の

元素からなる高温の造砦珪酸塩鉱物の発見は戦後の新鉱物の中でもヒ

ットの一つといってよいであろう.さらにカナダの先カンブリア紀

のグラニュライト中の変成鉱物として大隅石が産することが最近報

告された.また大隅石と結晶構造力洞じで化学組成の異なる新鉱

物merr三hueiterOedderiteyagi玉te力順石中から次々と発見され

大隅石の一族をつくるにいたっている.この標本は鹿児島湾北岸隼人

町浜の市産の流紋岩溶岩(本ニュｰスN皿262の鉄がんらん石と同産地)

の気孔中のものでC軸カ雪模を肉き半分埋もれているので六角柱の

柱面を見せている.
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